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0.
J KユイスマンスJ.-K.Huysmans（18481907）。ゾラEmileZola（18401902）の薫陶を受け
た自然主義作家として出発しながら，1884年に発表した『さかしま』A rebours
1においてデカダン
ス象徴派の美学を先導したユイスマンス。1886年の『仮泊』Enrade，
21891年『彼方』La-bas
3
において幻想や，オカルティズム悪魔主義に沈潜し，シュルレアリズムの巨星アンドレブルトン
AndreBreton（18961966）をして，「私が生まれることになっていなかったなら，こうは書いていな
かったのではないか，と思える唯一の作家」4とまで言わしめた革命的なユイスマンス。しかし，そ
のユイスマンスは1892年から93年にかけて「突然」厳格なカトリックに回心し，1895年に発表さ
れた『出発』Enroute以降，確かにその豊穣な語彙を駆使した文体にはいささかの緩みも見せぬな
がらも，宗教的な土壌を異にする我々日本人にはなかなか理解しがたい「神秘主義的」作風へと変貌
をとげていった。何故か？
本論では，2010年5月29日早稲田大学で行われた日本マラルメ研究会に際し，筆者が行った同名
の研究発表「ユイスマンスとマラルメにみる超越と内在『ユイスマンスとオカルティズム』発刊に
よせて」5の発表原稿をもとに，ユイスマンスと，ステファヌマラルメStephaneMalarme（1842
98）とが「神」についてとったそれぞれの対応について論じてみることとする。
I.
筆者が本年（2010）3月新評論より刊行した『ユイスマンスとオカルティズム』6は，筆者が2000
年12月5日ジュリアクリステヴァJuliaKristeva（1941）の指導のもとに，パリ第7大学大学院
に提出し，博士号を取得した博士論文 ・Labeauteabjectelefonctionnementdelanegativite
dansl・uvredeJ.-K.Huysmans・，邦題「おぞましき美 ユイスマンス作品における否定性の
機能」7をもとに，一般読者のために新たに書き下ろしたものである。8この書物は，筆者が1970年
代の末期，ユイスマンスに関心を持ち始めた時に抱いた，前記のただ一つの問いに答えるために書か
れたものだと言ってよいかもしれない。
しかし，この問いに答えるために，ある意味で，大革命から世紀末に至るひとつのイデオロギーの
水脈を明らかにする必要があった。それがオカルティズムである。
19世紀という世紀を考える時，一般に思い浮かぶのは，「科学の世紀」 科学技術の飛躍的な
発展と，それと軌を一にした産業革命の結果，ヨーロッパ文明の物質的な基盤が拡大し，他の諸地域
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を圧倒した世紀 であり，またこうした科学技術の発展を誇示する目的で開催された博覧会によ
って点綴された世紀というイメージだろう。しかし，こうした物質文明の咲き誇った時代という表の
イメージとはうらはらに，19世紀は，科学を越えた超自然的な現象の誘惑，非理性的なものに究極
の説明原理をもとめるオカルト的な衝動に，骨の髄までどっぷりと浸かっていた。
『時代を超える19世紀』19esiecleatraverslesages（1984）の著者，フィリップミュレー
PhilippeMuray（19452006）は，ミシェルフーコーMichelFoucault（192884）を下敷きにしつ
つ，フランス大革命前後のエピステーメーの転換によって超越神への信仰を喪失した精神の空隙を埋
めるべく，19世紀人，とくに19世紀の精神革命社会革命を担った左翼進歩陣営はなだれをうっ
て，カタコンブの創設に象徴されるような「死者の崇拝」に落ち込んだと指摘している。9彼によれ
ば，19世紀を理解するキーワードは，オカルティズムと社会主義，両者の本源的にして曖昧な癒合
にあるという。
しかし，じつはミュレーの指摘とはうらはらに，オカルティズムに陥ったのは進歩陣営だけではな
かった。実はこの世紀，カトリック＝王党派の側も，世紀の初頭から報告されたおびただしい数のキ
リストや天使，十字架，その他「聖なるものの出現」という現象をともなったオカルティズムに一層
大規模に落ち込んでいたのである。こうしたなかで，革命における王殺し（＝神殺し）に対し，民衆
レベルでの贖罪への願望をあらわすと思われる聖母マリアの出現Apparitionsは，当時の社会にと
りわけ大きな反響を呼んだ。19世紀は「マリアの世紀」と言ってもよい。10特に，1846年のイゼー
ル県，ラサレットにおける聖母出現は，マリアが人々の不信心ゆえ，大きな禍が将来するとの「予
言」を行ったとされたことから衝撃を与え，その周囲に数々の異端，ないしオカルト的なセクトを生
むに至った。ユイスマンスと彼の回心に大きな役割を果たすブーラン元神父 Joseph-Antoine
Boulan（182493）の「慈悲の御業（カルメルの子供達）」もそうした異端宗派の一つだ。
1890年代の初頭，当時19世紀末におけるサタニズムの研究にあてられた『彼方』執筆のために資
料を集めている過程で，ユイスマンスはJ Aブーランという名の元カトリック神父と交流を持ち，
以後，1893年1月のブーランの死を越えて，このリヨンに在住した異端の教祖＝オカルティストの
圧倒的な影響下におかれる。ブーランの教説は，大革命における神殺し王殺し父殺しという西欧の
集団的外傷体験に対する民衆レベルで生まれた反動形成ととりあえずは理解される神の母，聖母マリ
アの出現に端を発し，「マリア派」とも言うべき異端の伝統に連なっている。また，一方，フィリッ
プミュレーが言うとおり，19世紀のイデオロギー的な通奏低音を形成するさまざまなオカルティ
ズムの潮流にも深く根ざすことで，それ自体複雑な広がりを示し，ユイスマンス文学との交錯も，き
わめて込みいった経過をたどる。『彼方』の中でジョアネス博士というやや理想化された形で登場す
るこのリヨン在住のオカルトティストの異端教説＝魔術システムは，複雑な間テクスト的手続きを経
て，『彼方』以降のユイスマンス作品に流れ込み，作家自身の欲望とエクリチュールの布置に不可逆
的な変化を引き起こすことになるのである。私の今回の著書， あるいは，そのもととなった博士
論文もそうなのだが その眼目は，ユイスマンスと19世紀カトリシズムの周縁に生きたこの不思
議な還俗神父との関わりを，歴史，政治，宗教，哲学等々，およそ彼らをとりまくあらゆる文脈を視
野に入れつつ読み解くことだった。その詳細については，拙著を参照していただきたいが，本論では，
そもそも本論が日本マラルメ研究会での発表を契機に生まれたという経緯にちなんで，ユイスマンス
とマラルメの関係について，と言うよりも，彼ら，同時代を生き，決して浅からぬ因縁で結ばれた二
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人が共有していたと思われるある問題圏，すなわち西欧文化の中で「神」と呼ばれる審級に対し，両者
がどのような対応を見せたかについて，本論冒頭に記したようにいささか愚見を述べてみたいのである。
II.
先に，ユイスマンスとマラルメとは浅からぬ因縁で結ばれていると述べた。
マラルメ。第一次，第二次『現代高踏詩集』11他，文芸雑誌に寄稿したいくつかの詩編，マネ
EdouardManet（183283）が挿絵を描いた『牧神の午後』
12などそれまでかな詩作しか発表せず，
しかもその多くが入手不能状態にあり，その難解さゆえに一部の文学愛好家の間ですら，ほとんど伝
説の中にうち沈んでいたマラルメ。あまつさえ，最愛の息子アナトールの死による喪失感を抱え，一
層の孤独と沈黙のうちにあった1880年代のマラルメを，たとえそれが本人の望んだ形のものではな
かったにせよ，一躍文学的な栄光の場に連れ出したのが，1883年，ヴェルレーヌPaulVerlaine
（184496）が「リュテス」に連載し，翌1884年，冊子にまとめた『呪われた詩人達』LesPoetes
Maudits13と共に，同じ年，すなわち1884年，ユイスマンスが刊行した『さかしま』であったこと
はよく知られている。
1882年の夏休みをマラルメは別荘のあったヴァルヴァンで過ごし，前年に続いて，ヴァルヴァン
の村人を相手にした素人芝居に興じている。ところで，マラルメと共にこの催しに参加していたマラ
ルメの甥で，若いポールマルグリットPaulMargueritte（18601918）は，ユイスマンスが1881
年にレオンエニックLeonHennique（18501935）との共作により執筆したパントマイム『懐疑的
なピエロ』Pierrotsceptique14の上演許可をユイスマンス自身に求めた。15ここからユイスマンスと
マラルメとの間に直接のつながりが生じる。1882年10月29日付の手紙で，ユイスマンスは自分が
計画している奇妙な小説，すなわち後の『さかしま』の中に挿入するため，彼がすでに入手していた
いくつかの詞章では満足せず，当時入手不能となっていたいくつかの詩編，具体的には「第三尾音節
の死」・LaMortdel・Antepenultieme・（ママ）（「類推の魔」・LeDemondel・analogie・のこと）と
「エロディアード」・Herodiade・を提供してくれるようにマラルメに依頼する。
16この時，マラルメ
は，求められた詞章を提供するだけでなく，彼が訪れたことがあった希代のダンディ，ロベールド
モンテスキューRobertdeMontesquiou-Fezensac（18551921）の住む「アリババの室内」の模様を
ユイスマンスにつぶさに告げたのだ。17
おそらくマラルメが1876年に彼自身の「序文」付きで再刊していたウィリアムベックフォード
Wiliam Beckford（17601844）の『ヴァテック』Vathek:contearabe（1787）18と共に，この情報
がなければ『さかしま』はとても現在，我々の目にするような形では仕上がらなかっただろう。ユイ
スマンスは『さかしま』のなかで，デゼッサントに「マラルメ詞華集」を自分の書架に収めるべき
最後の書物であり，「一つの凝縮された文学，本質の煮こごり，芸術の昇華物」だとし，「デカダンス
文学が，マラルメの裡に具象化されて，全く完璧かつ精妙な域にたっしていた」19と絶賛している。
『さかしま』の公刊は1884年5月14日だが，マラルメはその4日後の18日に手紙を書き，『さかし
ま』におけるユイスマンスの，自作についての評価に感謝する20とともに，翌1885年1月の『独立
評論』誌上に，1860年代のいわゆる「精神の危機」を受け，おそらくは1870年代初頭に書いていた
詩稿に手を入れ，「続誦
プローズ
（デゼッサントのための）」・Prose（pourdesEssentes）・として発表する。21
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マラルメは1842年生まれ。ユイスマンスは48年生まれ，6歳を隔てた両者の間には，こうしたや
りとりを通じて，片や小説，片や詩と，それぞれが向き合う芸術のジャンルの違いを超えて，互いに
敬意と慎みを持った友情が続いていく。
胃がんにかかり，1889年，窮乏のうちに没したヴィリエドリラダン Philippe-Auguste
ViliersdeL・Isle-Adam（183889）の末期の面倒を見たのもユイスマンスとマラルメだった。また，
ユイスマンスに『彼方』執筆の資料を提供し，またユイスマンス自身の回心のきっかけを与えたブー
ランの死に際して，マラルメは，1893年1月28日「ナショナルオブザーバー」誌に寄せた「魔術」
・Magie・と題する一文によって，22また，ユイスマンスが，1895年，自身の回心を一つの契機に書
いた『出発』出版に際しては「カトリシスム」・Catholicisme・と題するやはり短い文章によっ
て，23ユイスマンスの文学的な歩みに挨拶を送る。ユイスマンスの側は，『さかしま』以来，すくな
くとも公にされた文章の中でマラルメを正面から論じることはなかったが，友人の証言などからわか
るように，回心前はもとより，カトリック回心後も，マラルメの詩編を日常的に座右に置き，折りに
触れて声に出して読誦していたことが知られている。24
マラルメの書いたこれらのテクスト自体が示しているように，ユイスマンスとマラルメ，両者の文
学的立場は，神という超越的な存在を認めるかいなかという点で大きく隔たっているようにも見える。
しかし，この距離はそれほど絶対的なものだったのだろうか。
III.
デカダンスをほとんどカリカチュアと言えるほど典型的に体現した『さかしま』の末尾において，
主人公デゼッサントが「不可能な信仰」に対する希求を表明して以来，
25つづく『仮泊』，『彼方』
と，主人公や設定こそ違え，小説そのものが一種のイニシエーション的構造へと組織づけられ，宗教
ないし聖性への接近の試みが続けられる。しかし，いずれの場合も，ユイスマンスの主人公達に失わ
れた信仰の回復は訪れることはない。
この時点でユイスマンスが直面していた問題とは，西欧世界において，「意味」を保証する超越的
な審級 伝統的には神に割り当てられてきた審級 が，おそらくはフランス大革命，あるいはそ
れに先立つ認識論的な変動によって欠落欠如してしまったという事態だった。
19世紀の写実主義者，自然主義者達， あるいは場合によっては，マラルメのような彼らと時
代を同じくする詩人達についても，同様のことが言えるのではないかと思うが， そうした人々が，
前時代のロマン主義を否定し，それを克服する過程で自己を形成してきたことは，周知の通りだ。し
かし，それにも拘わらず，文学創造に関わる根源的な動機について見る限りは，彼らもかなり濃厚に
これを保持し継承していることをまず指摘しておかねばならない。
それは言ってみれば，一種の世界理解への欲動，宇宙を支配する至高の原理へとつながらんとする
憧憬のようなものであると言ってよい。
例えばドイツロマン派の詩人であり，「古典的」なものに対して，「ロマン主義」の立場を理論化
したフリードリッヒシュレーゲルFriedrichvonSchlegel（17721829）は1800年発表の『文芸に
ついての談話』GespracheuberdiePoesieのなかで，「芸術（文芸）とは至高にして一なる絶対的な
存在者の内的な観照 すなわち，神が創造し，その思惟，プラトン的な表現によればイデア的な実
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在の一切を顕現するところの原自然への接近である」という意味のことを語っている。真の文芸，
「始原の根源的な文芸」であり「これなくしては文芸が決して存在しないであろう」26ような無限の
原作品が，全面的な形で生起してくるのは，限定された被造物である我々の精神のうちではなく，汎
神論的に捉えられた自然においてである。彼らロマン主義者， あるいはここでは，ドイツロマ
ン派の定義するような意味でのロマン主義者という限定をつけるべきかとも思うが ，世界の意味
を探求しようとして神の作りたもうた自然の前に立つ認識者としての詩人は，彼自身，絶対者のイデ
アを分有し，神から絶えず流出する「創造的精神」の分与にあずかる一個の自然的存在であって，
「人類の見えざる根源的な力」と規定される想像力の促しを信じ，無限者を憧憬する観照的な態度を
徹底することによって，直接的無媒介的に真理を洞察し，自らは「部分」でありながら「自然」と
いう「全体」を読み取ることが可能となる，と考えていた。
しかし，すでにして，フランス大革命が完膚なきまでに破壊し去っていたのが，こうした世界認識
の構図そのものだったのだ。例えば，かつて阿部良雄も指摘したように，大革命を経て，写実主義－
自然主義的思潮にも多大な影響を与えたオーギュストコントAugusteComte（17981857）は『実
証哲学講義』Coursdephilosophiepositive（6巻，183042）のなかで，「神学的」－「形而上学的」－
「実証的」という三段階を設定して，諸現象の背後に，かつてはその直接の動因として存在するもの
と見なされた超自然的存在が近代精神の前に次第に実体を失って解消する様を図式化している。そし
て，その最後の実証的段階において，「人間精神は，絶対的観念を獲得することを不可能と悟り，推
論と観察とを適切に連合させて用いることによって，諸現象の実際の法則，すなわち，それらの現象
の，連続と類似の不変の関係を発見することに専念するために，宇宙の起源と目的を追求することを，
諸現象の内在的原因を知ろうとする意図を放棄する」27に至るという展望を示している。
世界は，それに対峙する認識者の前に，キリスト教世界の成立以来持ち続けてきた目的論的意味を
全く失い，あらかじめ定められた統一や倫理規範を持たない雑多な表象として投げ出されることになる。
IV.
筆者が『ユイスマンスとオカルティズム』のなかで援用したフィリップミュレーが提出する仮説
は，19世紀は，実証主義哲学者オーギュストコントを含む進歩主義社会主義の陣営はその見か
けの「科学」主義，唯物主義とは裏腹に，18世紀末の「神の抹殺」が生み出したこの「意味の喪失」
という事態を本当の意味で耐えることが出来なかったというものだ。ミュレーの意見では，この「意
味の根拠」の欠落を心理的にも，また，ある程度まで論理的にも補ったのが，カタコンブやパンテオ
ンに象徴される死者崇拝，すなわちオカルティズムだった。コント自身，1844年46歳の時，クロテ
ィルドドヴォーClotildedeVaux（181546）という29歳の薄幸の女性との出会いをきっかけに，
彼女の死後，カトリックに代わる「人類の宗教」の創設を構想し，パリのノートル ダム寺院で，そ
の「典礼」を挙行することを夢見ながら世を去ったという。28
しかし，オカルティズムに陥っていたのは先ほど述べたように進歩主義，社会主義陣営だけではな
い。カトリック＝王党派陣営の圏域では，革命によって犯された罪に対する民衆レベルの贖罪意識を
反映してか，世紀の初めから，イエス，大天使，聖十字架，そしてとりわけ聖母マリアという形をと
った「聖なるもの」の出現という現象が頻発する。革命によって多数の教会を破壊され，多くの聖職
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者を失い打撃を被っていたローマカトリック教会は，この現象を積極的に教権の拡大へとつなげて
いこうとした。信仰を持たない者の目からすると，カトリックの側も，オカルティズムにどっぷりつ
かっていたと言わざるを得ないのだ。
19世紀を通じてみられるこうしたオカルティズムの傾斜の背景には，深刻なニヒリズムがある。
世界が「意味ある世界」として立ち現れることが可能であるのは，神を失った近代においては，自己
をとりまく一見無意味な感覚表象をそれら相互の関係性を基軸として結合し，配列し直すという困難
な構築作業の果てにであり，世界はその究極の目標として到達される限界概念のようなものになった
と述べた。しかし，たとえば，ユイスマンスと近いところで言えば，自然主義の驍将ゾラが文学上動
かしがたい真理として自らの創作のよりどころとしたいくつかの格率，例えば人間の体質，遺伝等は，
もとをただせば彼自身の不確かな科学知識から援用したものであって，純粋な文学行為から抽出され
たものとは言えない。
文学的な真理，全体的な世界把握とは，単に操作的に蓋然的な法則を抽出することを目標としてい
た自然科学の場合とは根本的に異なり，想像力ないし構想力の関与を前提としたそれらの再現前化に
あった。ユイスマンスは，1879年デルヴォー社からでた『マルト，ある娼婦の物語』Marthe,
histoired・unefile第二版の序文で「私は自分の目にすること，感じること，体験したことを可能
な限り正確に書く。それがすべてだ」29と述べている。このような過程が正常に機能するためには，
感覚を外界理解の通路として全的にその印象を受容し，自己の精神のうちに再び「あるがままの」あ
るいは「ありうべき」世界の像を現出させるという意志的な努力が前提とされることは言うまでもない。
ところが，この認識者の知覚機能に何らかの変調が起こったり，こうした意識作業を遂行する意欲
や条件が失われた場合，世界はたちまち凝集の中心を失って崩壊し，もとの混沌，あるいはそれ以上
に不可解で疎遠な諸現象の集塊へと解体してしまいはしないか。
V.
1860年代，「人間とは空しい形態にすぎない，虚無にすぎない」という自覚をもたらしたマラルメ
のいわゆる「精神の危機」も，おそらくは，こうした19世紀の陥った全面的な危機の最も先鋭な認
識の一つだったと思われるが，ユイスマンスにとっての危機は1880年前後に訪れた。
そして，この時期，ユイスマンスが陥った深刻なニヒリズムの兆候を典型的に示す作品，それがユ
イスマンスとマラルメとの出会いのきっかけを作った『懐疑的なピエロ』Pierrotsceptique（1881）
というパントマイム劇だった。
「懐疑的な」ピエロは，およそ人間的な感情を欠いた怪物である。若い娘シドニーを部屋に連れ込
み，強姦しようとしたあげく，彼女が抵抗すると，生きたまま焼き殺すのだ。そしてこの残酷な行い
をしている間もへらへらした高笑いをやめない。
彼〔＝ピエロ〕は，彼女〔＝シドニー〕の足下に身を投げ出す。シドニーはピエロを突き放す。身を任せ
てくれるように頼むが，シドニーはうんと言わない。ピエロは足をひねったり，あらゆる表情を作って懇願
するが，シドニーの氷のように冷たい身体を熱くさせることはできない。すると，突然，ピエロは高々と笑う。
彼は，燭をむとシーツに近づける。ベッドに火がつき，炎が上がり，ぱちぱち音を上げて燃えはじめ
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る。火の勢いが強まり，ごうごうと次第に激しく燃え盛る。
シドニーは，白いドレスのまま，猛火の中に立ちすくんでいる。ピエロは後じさりする。
衣装戸棚の内側から扉を叩く音が聞こえ，だんだんと悲痛な調子になる。扉が開くと，焼けてあばらにな
った仕立て屋の遺体が
くずお
れる。
ピエロは，もうもうと立ちこめてきた煙をかいくぐって，部屋の外に飛び出していく。まもなくシドニー
は煙の中で動かなくなる。30
ユイスマンス研究者ミッシェルラマールMichelLamart（1949）は，このピエロを「神の死
の時代の反キリスト」「ショーペンハウアーのニヒリズムにまみれた仏陀」と形容している。31世紀
末のニヒリズムとそこから生まれた「悪」，あるいは近代的な自我の解体をこれほど典型的に体現し
た表象はなかなか他に例を見ない。ピエロが体現している「破壊」とは，存在それ自体の解体，無化
aneantissementであり，そこにはいかなる精神的な要素も混じる可能性はない。酷薄で，痙攣的な
笑いとともに，宗教はおろか，あらゆる人間的な感情そのものを否定しているのだ。彼にとっては，
シドニーや，彼の亡くなった母親をはじめ，どんな女性も欲望の対象，愛情の対象ですらない。彼女
達は生物学的な意味での性的な欲求を満足させるために，消費され蕩尽しつくされるだけだ。このこ
とは，ピエロが「厚紙の女」と「勝ち誇ったように」逃げ去っていくパントマイムの最後のエピソー
ドで，これ以上ない形で明らかとなる。
ユイスマンスは『懐疑的なピエロ』出版と同じ 1881年に，ジャンブルドー JeanBourdeau
（18481928）なる人物がショーペンハウアーArthurSchopenhauer（17881860）の厭世的な警句を抜
粋した『思想と断片』（1881）32によってショーペンハウアーの存在を知り，翌1882年出版の『流れ
のままに』A vau-l・eauでは，自分の食べようとするものがたちまちのうちに劣化して，とても口に
することができなくなってしまうという宿命を負ったフォランタンという中年の官吏に託して，「人
生にはいつも最悪のことのみが訪れる」というショーペンハウアー哲学の絵解きを試みる。33これも
ユイスマンス自身を戯画化した人物だ。
ついでながら言えば，このフォランタンは，名前の語呂の点から言っても食物の「嘔吐」や，深刻
なペシミズムというテーマの点から言ってもサルトルJean-PaulSartre（19051980）の実存主義小
説『嘔吐』LaNausee
34の作中人物，ロカンタンを予告する人物であると主張する研究者もいる。35
しかし，この『流れのままに』も『懐疑的なピエロ』に比べれば，まだ，救いがあると言わなけれ
ばならない。もう一人のユイスマンス研究者で，筆者の博士論文の副指導教官でもあったフランソワ
ーズガイヤールFranoiseGailardが指摘していることだが，
36この小説では，少なくとも「人生
には最悪の事が訪れる」という予定調和的な結末が書き込まれているからだ。よかろうが悪かろうが，
とりあえず，それに従って未来を予見しうる「意味」は与えられているだけ安心できるというわけだ。
しかしユイスマンスは，ショーペンハウアー哲学のもたらすこのつかの間の安定に安住することは
できなかった。このフォランタンという神経質でやや精彩さに欠ける人物を，全く異なった状況に置
いてみる。フォランタンは，結局は，自分の望んだ食事を食べることができない訳だが，もしこの人
物をもう少し裕福にして，自分の夢想や趣味を自分の思うままに実現できるようにしてやればどうな
るか。
「神経症」という，時代を典型的にあらわす症例を研究した自然主義的な意味での実験小説，最初
は，中編小説として構想された作品は，宝石，香水，花，宗教文学，世俗文学，音楽など，それぞれ
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の章が異なった芸術分野の精華を凝縮した『さかしま』と呼ばれる作品へと成長する。
『さかしま』という作品の特色は，1884年という時点でのデカダントな趣味のカタログであると共
に，それが，その趣味を入れる身体＝精神という一つの枠組みを同時に提供していることだ。
筆者の指導教官の一人であり，ガルニエフラマリオン社から『さかしま』の最も完備した校訂版
を作ったダニエルグロジュノウスキーDanielGrojnowskiは，『さかしま』をブールヴァールで行
われる「大道芸人の小屋掛け芝居」のようなものと解釈している。つまり，次から次へと異なった出
し物がその間に何の脈絡もなく，また内的な発展もなく提示される。そして，それ自体が，いわば深
刻な解体の危機にさらされた近代的な自我を表す端的な兆候だというわけだ。しかし，『さかしま』
の意味はそれにとどまるものか。通俗的な現実生活に背を向け，夢と想像の美的世界をひたすら憧憬
し，また，その自分の欲求を全てかなえることを可能にする理想的な条件に恵まれながら，このユイ
スマンスの主人公は，その理想の王国のなかで，一層，深刻な神経症にまれるようになり，作品の
結末において，自分自身の暗澹とした未来に呪詛の声を投げかけながら，フォントネー オ ローズの
館を出ていかなければならなくなる。
しかし，この館への滞在の間にデゼッサントには一つの変化が生まれている。すなわち，神経症
の激化と共に，彼の精神には宗教への希求という大きな変化が生まれているのだ。もっとも，この段
階では，それは宗教そのものではないわけだが。マラルメ的な言い方をすれば，『さかしま』は，「大
道芸人の小屋掛け芝居」であると共に，「神秘へとうがたれた近代の祭祀
さい し
」の行われる「僧院」とい
うもう一つの「演劇」的理念を内包している。37ユイスマンスは『さかしま』を書き上げた後，彼の
主人公と共に，もはや後戻りのきかない超越を求めての探求という軌道に乗せられていくのである。
しかし，1880年代初頭から始まるこの数年間の間，変化していくのはユイスマンス，あるいはユ
イスマンスの作品世界だけではない。ユイスマンスという個人をとりまく環境ばかりでなく，このわ
ずか数年の間に社会の中に大きな変化がおとずれようとしていた。
VI.
フィリップミュレーは，『時代を超える19世紀』の中で1986年12月に起こった，ポールクロ
ーデルPaulClaudel（18681955）の回心に，オカルトにどっぷりつかった19世紀からの最初の脱出
例をみようとする。38クローデルは1885年6月に聖ジュヌヴィエーヴ寺院で行われたユゴーVictor
Hugo（180285），ノートル ダム寺院を異教の神殿にしたて，1852年8月から55年まで，「霊媒」
デルフィーヌドジラルダンDelphinedeGirardinの導きにより亡命先のジャージー島でアメリ
カから到来したばかりのスピリティズムにふけった39オカルティストユゴーの葬礼に参加する。そ
して，翌86年のランボーArthurRimbaud（185491）発見を経て，その年の12月25日ノートル
ダム寺院で回心する。ロベールベセッドRobertBessede（1930）や，フレデリックギュジュロ
FredericGugelotなどの研究によれば，この時期から世紀初頭にかけて，知識人や芸術家の間にカ
トリックの回心は続き，著名な回心者だけでも150人以上にのぼったという。40
拙著『ユイスマンスとオカルティズム』のなかで，筆者はフィリップミュレーにならって，この
変化をエピステーメーレベルでの変化だと書いた。もちろんこうした概括が大きな錯誤を含んでい
る可能性も棄てきれない。確かに，こうした変化の原因は普仏戦争 パリコミューンの後に生じ
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た政治的社会的思想的な個別の変化に求めるほうが，はるかに自然であるかもしれない。しかし，
自分の誤を後からはっきりと証明するためにも，一つの仮説を立てることが必要な時もある。一言
で言えば，1880年半ばを一つの転機として，西欧，特にフランス社会に大きな感性の変化が生じた
のではないかという仮説だ。マラルメについてははっきりと断言する自信はないが，少なくともユイ
スマンスについては，その文学の変容も，この大きな岩盤の移動と連動していることは否みえないの
ではないか。
アランコルバンAlainCorbin（1936）は『娼婦』のなかでまさにユイスマンスを引用しながら，
1880代前半に，性愛をめぐる人々の意識に変化があり，パリの町から娼館が次々に姿を消したと書
いている。残った娼館はブルジョワ階級の特殊で洗練された性愛に奉仕する「真の放蕩の館」「倒錯
の性の殿堂」となっていった。41また，それまで悪臭に満ちていた都市の空間が浄化され，やがて無
臭化した室内空間を背景に近代的な香水産業が発生する。コルバンの出典はここでもユイスマンスの
『さかしま』だ。421880年代初頭から，ラムルー管弦楽団，パドルー管弦楽団，コロンヌ管弦楽団な
どにより，オーケストラ演奏が盛んになるのも，こうした運動と軌を一にしているとは言えない
か。43こうした流れのなかで，1870年の普仏戦争以来途絶えていたヴァーグナー（ワーグナー）
RichardWagner（181383）演奏が行われ，ユイスマンスとマラルメは彼らの若い友人で，熱烈なヴ
ァグネリアンだったエドワールデュジャルダンEdouardDujardin（18611949）に誘われて，1885
年「タンホイザー序曲」が演奏されるラムルー音楽会を訪れる。44大の演劇嫌いのユイスマンスはそ
の後二度と足を運ばなかったようだが，45マラルメはそれからも頻繁にこうした演奏会に足を運び，
彼のヴァーグナー体験は彼が「書物」を構想していくなかで重要な役割を果たすことはよく知られて
いる通りだ。46
しかし，一体何が起こっていたのか？
VII.
1880年代の半ば，19世紀が持っていたある一面が，いわゆる「デカダンス」，死と暗黒の跳梁とい
う形で一時的に賦活されたようにみえる。例えば拙著の主題，すなわち「ユイスマンスとオカルティ
ズム」という観点からすると，1880年代の半ば以降，「オカルト」の二つの潮流，それは動物磁気催
眠術，スピリティズムといったものだが，この両者は一方は18世紀末のウィーン＝パリ，一方は
1848年アメリカ，ニューイングランドと，それが発生した時期も場所もちがうが，両者相まって19
世紀オカルティズムの理論的＝現象的な支柱をなしていた。それが事もあろうに，この時期，医学ア
カデミーの総本山ともいうべきパリ大学医学部やサルペトリエール病院にまで侵入してくる。47
しかし，単純にオカルティズムが復活するという道はすでに断ち切られようとしていた。「魔術」
というのはある意味16世紀以前にさかのぼる過去のエピステーメーの残滓という性格が強いことは
言うまでもないが，その中でも最も強固に残っていた，宇宙を一体的に統合する媒質であり，動物磁
気，流体説の根拠でもあった「エーテル」という物質は，1887年アルバートマイケルソンAlbert
Abraham Michelson（18521931）とエドワードモーリーEdwardWiliamsMorley（18381923）
によって，その不在が証明される。481905年に発表されるアルベルトアインシュタインAlbert
Einstein（18791955）の光量子仮説や，相対性理論へと至る展望が開かれつつあった。49そのなかで，
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オカルティズムに毒された19世紀からの脱却が着々と準備されていくことになる。
心霊主義の研究ではフランスより先行していたイギリスでも，すでに，1882年にヘンリーシジ
ウィックHenrySidgiwick（18381900）らにより「心霊研究協会」SocietyforPsychicalResearch
いわゆるSPRが創設され，単なる心霊主義＝スピリチュアリズムから科学的な「心霊研究」へと大
きく関心が移っていく。50
ラインの彼方ではニーチェFriedrichNietzsche（18441900）が奇矯なアフォリズムによって，「神
の死」を高々と宣告しようとしていた。51確認されようとしていたのは「神が死んだ」という事実で
はない。むしろ，「神の死」をオカルティズムで掩蔽しようとした19世紀的な企図そのものが，もは
や成立しえなくなったということだったのだ。
矛盾したもの言いになるが，「神の死」をはじめて全面的に認容した上で，すなわち近代ニヒリズ
ムの格率をそれとして認めた上で，その先に新たな意味の根拠となるべき「超越」を希求する運動が
開始されたと考えたほうがよいのではあるまいか。
この意味で1883年のヴァーグナーの死，あえて強調するが「オカルティスト」ヴァーグナーの死。
1885年のユゴーの死，これも「オカルティスト」ユゴーの死が，象徴的な意味を持ってくる。そう
いう角度から，ニーチェのヴァーグナー離脱宣言である「ツァラツストラ」Also sprach
Zarathustra（1885），ユゴー後の「大空位時代」に「意味の不在」，すなわち全ての表象が偶然にゆ
だねられようとしたまさにその瞬間に，その偶然をあくまで内在の側から廃棄しなければならないと
決意するマラルメの，しかし，やはり対象としてはヴァーグナー決別宣言の意味が問われなければな
らないのではないか…。52
ひるがえってユイスマンスの歩みということで言えば，1888年の7月から8月にかけてドイツ旅
行中に，カッセルでみたマティアスグリューネヴァルトMatthiasGrunewald（1470/831528）の
磔刑図との出会いが，『懐疑的なピエロ』のニヒリズムから，新たな超越の可能性へ向けての一つの
画期となる。ユイスマンスがそこで見たのは，最も仮借のない腐乱する死体であり，生物学的な水準
で捉えられた死の「否定性」の跳梁であったと言ってよい。
血膿の時期がやって来た。脇腹の傷から，ねっとりした液体が川のように流れて，黒苺の汁のように黒ず
んだ，おびただしい量の血が腰にあふれ出していた。薄赤い漿液や，乳白色の膿汁や，モーゼルワインの
ロゼのような半透明の液体が，胸から滲み出し，波打つ下着の襞のすぐ上のところまで，腹をべっとりと浸
していた。むりやり引き寄せられた両膝は，膝頭のあたりでぶつかると，ねじられた両脚は，互いに重ねら
れた踝
くるぶし
のところまで隙間が空き，せ細って下に伸びていたが，すっかり腐乱が進んで，緑がかった色にな
り，血にまみれていた。
この血漿が凝固し，スポンジのように膨れ上がった両脚は，凄まじかった。表皮から飛び出した肉芽が足
を止めた釘の頭の方に盛り上がり，痙攣する指は，懇願するような手の動きを裏切り，何かを呪い，角
つの
のよ
うに青く突き出た爪で，チューリンゲンの紫がかった土に似た，鉄分を多く含んだ黄土色の土を引っこう
としているかのようだった。
この血と膿の吹き出た死体の上に，取り乱した表情の大きな頭があった。乱れた茨の冠を頭の周りに巻き
つけ，憔悴しきって頭を垂れ，片方の目はどんよりと半ば開いていたが，その眼差しはまだ苦悶と恐怖にお
ののいていた。顔はでこぼこしていて，額はくずれ，は生気を失いかけていた。動した表情のあらゆる
部分が呻き泣く様を伝えていたが，半開きになった口は，顎が恐ろしい痙攣の発作に揺すぶられているよう
に笑みを浮かべていた。53
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この磔刑図はいわば近代以降のニヒリズムや無神論が立脚している「神の死」という寓話を，その
ままに図像化したものと言っていいのかもしれない。『セミネールⅦ 精神分析の倫理』の中で，ジ
ャックラカンJacquesLacan（190181）は，彼の言う「もの」LaChoseの理論化を視野に入れな
がら，「キリストの受難という劇
ドラマ
」のもつ比類ない射程を次のように述べている。
キリスト教だけが，われわれが神の死と呼んだ真理の本性に，キリストの受難というドラマによって十全
な内容を与えている，ということを銘記してください。こういう本性に比べれば，古代ローマの剣闘士たち
の流血の戦いのようなやり方は色褪せてしまいます。キリスト教が示しているものは，この神の死を文字通
り受肉化したドラマです。54
関西在住の若い美術評論家口ヒロユキ氏は，拙著に対する書評「擬態する魔導師ユイスマンス」
で，筆者の描いたユイスマンスは，「異端の教義を巧妙に作品の中に混入させ，カトリックの仮面を
かぶって獅子身中の虫のように異端の教義を説いていた」と評した。55しかし，研究者としての立場
からは，とてもそこまで言うことは出来なかったし，また，拙著の中で必ずしも明確にそういう主張
がなされている訳ではない。しかし，ユイスマンスは，単に18世紀以前に戻って，神の超越をその
ままに受け入れたわけでは決してないこともまた確かだ。
ユイスマンスの回心の経緯に即して言うと，ユイスマンスは，1846年のイゼール県ラサレット
の山中における聖母出現を契機にリヨンで活動したマリア派異端の教祖ブーランの教説，19世紀の
オカルト神秘主義を集大成した感のあるこの還俗神父の教説や，彼の教団を取り巻く人物群像を，作
品の中に書き込んでいく。その過程で，彼のカトリシズム回心に至る欲望の布置の移動の痕跡を，必
ずしも明示的ではないが，その草稿も含めて注意深く読めば，はっきりとそれと分かる形で，すべて
彼のエクリチュールの中に残しているのだ。
超越的な必然が消滅したなかで，なおも，超越的な存在を生みだそうとするならば，その要件はな
にか。ユイスマンスがグリューネヴァルトの磔刑図を通じて行き当たった圏域こそ，さきほど引用し
たラカンが「もの」LaChoseと呼ぶ絶対的否定性の場，それを根拠に，また，それがあるが故に
「大文字の他者」LeGrandAutreと名指される象徴の審級が立ち上がってくる場であり，「もの自
体」DasDingansichというまさにカントImmanuelKant（17241804）的な意味で，イデアの形
相そのものが，その後から立ち現れてくる場なのである。
ユイスマンスは超越の場を，みずからの欲望の運動を根拠に，それを一つの形相として組織しよう
とする。このようなユイスマンスというエクリチュールを生み出す「機械」の駆動と，超越的必然の
消滅した中で，それが実在しないことを知りながら，なおも神秘を求めてやまないマラルメの挙措と，
そこに隔たるところがどれだけあるのか。彼ら二人が体現しているのはエクリチュールの運動によっ
て指し示される超越の場の存在を信じ，超越の誘惑に身をゆだねるか，それでもなおかつ内在の側に
踏みとどまるか，という二つの道である。そこには，決定的な断絶はあるとは思うが，人智の理解を
超えた断絶では必ずしもない。
マラルメは，ユイスマンスが『彼方』以来の再登場人物デュルタルの回心を描いた『出発』の刊行
直後にこの書物を読み，1895年4月1日刊行の『ルヴュブランシュ』誌に「或る主題による変奏
曲」の第三回として，次のような文章を寄せる。
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夢想に照応して地平線に立ち現れる唯一の関心事
それでもなお 不可能性の怪獣たる幻想
キ マ イ ラ
の一つが最も普通に受け入れられるやり方，つまり宗教という
ものが，この初歩的な試練，すなわち 正義において生き残るとしたら……
拡げれば錯綜した問いであり，ここで問題にされている事柄とは余り関係がないことも承知の上だ。今私
が終えたばかりの夕べの読書，すなわちユイスマンスの類希な書物こそが必要である，壮大な影響から身を
守れると思いつつ，かかる狂気に対し私がとっている適応の態度あるいは熱狂を広言するためには
56
ユイスマンス自身の回心を契機に成立したこの『出発』の第一章は，サン シュルピス教会に鳴り
とどろくパイプオルガンの響きと，グレゴリオ聖歌「暗き淵から」・Deprofundis・によって感動
的に始まる。57人間存在が最も純粋な形式となった本質的構造に神性を見いだし，オルガンの共鳴に
彩られたカトリック教会の聖務典礼のうちに，未来の浄化された民衆の神秘劇を構想していた
58と
いうマラルメこそ，おそらくユイスマンス回心のもつ射程をアンドレブルトンに先駆けて，その最
も根底のところで理解していたのではないだろうか。
VIII.
仮説を「論証」するという，学術論文の常套からすれば，必ずしも論文とも言えないようなこの小
論に，あえて，もう一言つけくわえさせていただきたい。
筆者は拙著の「あとがき」に，「この著作が現代を覆う新自由主義
ネオリベラリズム
という悪しきイデオロギーへの
一つの挑戦である」という意味の言葉を書きつけた。59これに対してはすでに読者の間からもさまざ
まな異論が唱えられている。しかし，誤解なきように申し上げておきたいのだが，筆者は，拙著の
「あとがき」によって，何か安易な直接行動を呼びかけているわけではない。
先述したように，マラルメは，ユイスマンスの回心に一つの道筋をもたらしたブーラン元神父の死
に際して「魔術」というテクストを書いている。彼はその中で，錬金術の工房が消えた後で，単に知
力によって続行すべき現代の「魔術」として，二つの道を示しているように思う。すなわち，一つは，
かつて石ころを金に換える哲人の石を目指した文字通りの錬金術の意図を引き継ぐ政治経済学という
名の魔術であり，もう一方は，流通し，摩耗に晒される言葉を，光輝く「詩」へと変える美学文学
を希求する「魔術」だ。マラルメが第一の魔術について言っているところによれば，「無にひとしい
石が，金を夢み，哲人の石と呼ばれる しかしそれは，財政においては，資本に先立つかあるいは
資本を貨幣という辱めに帰する，未来の信用貸しを告知している」60ということになる。
我々は，我々が今こうした言葉を紡いでいる大学という場を，「哲人の石」を見つけると言葉では
言いながら，マラルメがここで厳しく批判している第一の意味での錬金術の場にしては断じてならな
いのだと思う。
そういう意味で，1889年夏，ヴィリエドリラダンが亡くなった時，ユイスマンスと共にこの
希代の理想主義者を葬ったマラルメが綴った言葉をあらためて想起しておきたい。もちろんここでは，
文字通りの引用ではないが…。曰く，「時代に合致しない精神こそ，赤裸にある時代の表現となる責
務を負っているのだ」61！
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